
　

本
誌
２
０
１
２
年
６
月
４
日
号
の
拙
稿

『「
つ
な
が
り
」
か
ら
日
本
の
金
融
ビ
ジ

ネ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
』
に
は
大
き

な
反
響
を
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
、
多
く

の
金
融
機
関
関
係
者
の
方
か
ら
、
同
論
考

の
主
張
で
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

の
「
場
」
づ
く
り
と
方
法
論
に
つ
い
て 

「
具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
」「
自
分
た

ち
も
職
場
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）

を
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
金
融
機
関
関
係
者

の
方
々
が
「
場
」
を
実
際
に
つ
く
る
に
あ

た
り
、
実
務
的
に
参
照
で
き
る
よ
う
、
イ

ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
方

法
を
４
回
に
わ
た
り
、
平
易
に
解
説
し
て

い
く
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
（
慶

應
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）
教
員
の
前
野
隆
司
、
白
坂

成
功
お
よ
び
保
井
が
リ
レ
ー
形
式
で
担 

当
す
る
）。

Ｖ
モ
デ
ル
に
よ
る

「
つ
な
が
り
思
考
」

　

慶
應
Ｓ
Ｄ
Ｍ
で
08
年
以
来
実
施
さ
れ
て

い
る
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
す
た
め
の
演
習
「
デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
Ｖ
モ
デ
ル
（
大
規
模
な

宇
宙
開
発
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
用
い
ら
れ
る

開
発
設
計
の
方
法
論
）
に
基
づ
い
て
い

る
。
Ｖ
モ
デ
ル
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
た
い
課
題
を
滝
が
流
れ
る
よ
う

に
分
解
し
て
い
き
、
次
に
創
造
さ
れ
た
ア

イ
デ
ィ
ア
を
滝
上
り
の
よ
う
に
統
合
し
て

い
く
の
で
、
そ
の
Ｖ
の
文
字
に
似
た
分
解

と
統
合
の
流
れ
を
と
っ
て
名
付
け
ら
れ
た

も
の
だ
。

　

慶
應
Ｓ
Ｄ
Ｍ
で
使
用
す
る
Ｖ
モ
デ
ル
は

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ベ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
方
法
論（
Ｗ

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）」
と
も
呼
ば
れ
、
問
題
を
解

く
前
提
条
件
の
合
意
が
む
ず
か
し
い
社
会

シ
ス
テ
ム
の
課
題
（
企
業
、
組
織
、
文
化

な
ど
）
に
つ
い
て
、
合
意
が
と
り
や
す
く

な
る
環
境
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
発
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る「
場
」で
あ
り
、

具
体
的
に
は
人
間
中
心
の
Ｗ
Ｓ
を
、
手
法

を
変
え
な
が
ら
「
つ
な
が
り
」
思
考
で
続

け
て
い
く
こ
と
で
、
創
造
性
豊
か
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
飛
び
出
さ

せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
法
論

は
五
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
る

（
図
表
）。
Ｗ
Ｓ
参
加
者
は
、
順
を
追
っ

て
①
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
概
観
、
②
ア
イ

デ
ィ
ア
の
創
造
、
③
理
解
と
ア
ー
キ
テ
ク

テ
ィ
ン
グ
、
④
デ
ザ
イ
ン
と
評
価
、
⑤
妥

当
性
確
認
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
を
た
ど
る
。

各
フ
ェ
ー
ズ
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど

40
以
上
の
技
法
が
、
い
わ
ば
「
大
工
道
具

箱
」
と
し
て
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
参

加
者
は
、
自
分
た
ち
が
取
り
組
む
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
課
題
の
内
容
と
難
易
度
に
応

じ
て
、
各
フ
ェ
ー
ズ
で
ど
ん
な
技
法
を
使

い
、ア
イ
デ
ィ
ア
を
た
た
き
出
し
、削
り
、

組
み
立
て
て
い
く
の
か
、
自
分
た
ち
で
相

談
し
な
が
ら
自
主
的
に
選
ん
で
い
く
。

金
融
と
の
親
和
性
が
高
い

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

特
別
招
聘
教
授　

保
井

　俊
之

第
１
回

日
本
の
金
融
と

シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
論

85年東京大学教養学部卒、旧大蔵省 
へ。金融庁参事官、中央大学客員
教授等を経て、08年から慶應ＳＤ 
Ｍで教職。国際基督教大学博士（学
術）。政策研究大学院大学客員教
授を兼務。おもな著書に『保険金
不払い問題と日本の保険行政』（11 
年）、『「日本」の売り方』（12年）。

新連載
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道
具
箱
の
な
か
の
主
要
な
技
法
と
そ
の

意
義
に
つ
い
て
は
次
回
以
降
で
具
体
的
に

説
明
し
て
い
く
が
、
Ｗ
Ｓ
技
法
は
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
方
法
論
で
あ
り
な
が

ら
、
人
間
の
協
働
を
方
法
論
の
中
心
に
据

え
て
い
る
。
延
々
と
続
く
話
合
い
だ
け
に

終
始
す
る
も
の
で
も
な
い
。
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
で
集
合
知
を
協
働
し
て
生
ん
で
い
く
こ

の
「
知
の
匠
」
は
、
日
本
の
金
融
の
得
意

技
で
あ
り
、
事
業
と
金
融
と
の
協
業
に
よ

る
価
値
づ
く
り
と
き
わ
め
て
親
和
性
が
高

い
と
筆
者
た
ち
は
考
え
て
い
る
。
金
融
機

関
の
現
場
の
担
当
者
の
方
々
は
も
う
お
気

づ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
Ｗ
Ｓ
技
法
を
展
開
す
る
た
め

に
は
、
課
題
の
当
事
者
を
可
能
な
限
り
ま

ん
べ
ん
な
く
選
び
、定
期
的
か
つ
継
続
的
に
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
の
Ｗ
Ｓ
を
開
催
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。慶
應
Ｓ
Ｄ
Ｍ
で
は
、学

生
た
ち
が
方
法
論
を
習
得
す
る
た
め
に
、

３
時
間
ず
つ
の
演
習
を
１
〜
２
週
間
の
間

隔
で
、
約
半
年
に
わ
た
っ
て
続
け
て
い

く
。「
継
続
は
力
な
り
」
は
、
金
融
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
に
も
あ
て
は
ま
る
。

　

シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
要
諦

は
、
自
由
で
フ
ラ
ッ
ト
で
前
向
き
思
考
を

大
事
に
す
る
雰
囲
気
を
も
っ
た
チ
ー
ム
を

い
か
に
編
成
す
る
か
に
あ
る
。
そ
れ
は
参

加
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
年
齢
、
言
語
、
文

化
お
よ
び
価
値
観
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の

ぐ
ら
い
多
様
性
に
富
ん
だ
メ
ン
バ
ー
を
集

め
ら
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
科
学
論
文
誌『
サ
イ
エ
ン
ス
』10
年
10

月
29
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
ウ
ー
レ
イ
・
カ

ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
助
教
ら
の
論
文
に
よ

れ
ば
、集
合
知
の
発
揮
は
、グ
ル
ー
プ
の
な

か
の
女
性
メ
ン
バ
ー
や
社
会
的
感
応
度
の

高
い
メ
ン
バ
ー
の
多
さ
に
正
の
相
関
が
あ

っ
た
と
い
う
。ま
た
、一
人
で
会
話
を
独
占

す
る
メ
ン
バ
ー
が
い
た
グ
ル
ー
プ
で
は
負

の
相
関
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

Ｗ
Ｓ
の
雰
囲
気
づ
く
り
も
、
Ｗ
Ｓ
を
運

営
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
腕
の
見
せ

ど
こ
ろ
で
あ
る
。
と
く
に
Ｗ
Ｓ
の
初
期
に

は
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
、
参

加
者
が
お
互
い
に
知
り
合
い
、
打
ち
解
け

る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
が
よ
い
と

さ
れ
て
い
る
。
気
分
が
な
ご
む
音
楽
を
流

し
た
り
、
お
菓
子
や
お
茶
を
出
し
た
り
し

て
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く
る

こ
と
も
有
効
だ
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場

づ
く
り
に
は
、
普
段
と
ち
ょ
っ
と
違
う
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
が
大
切
な
こ
と
だ
か
ら

だ
。「
部
長
」
な
ど
と
肩
書
で
呼
ば
ず
、

自
分
の
好
き
な
名
前
を
呼
び
合
う
、
否
定

し
な
い
、
こ
の
場
は
こ
の
場
限
り
の
こ
と

で
、
外
に
出
た
と
き
に
責
任
を
問
わ
な

い
、
な
ど
の
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
が
最
初
に
確
認
す
る
こ
と
も

よ
い
だ
ろ
う
（
ち
な
み
に
Ｗ
Ｓ
で
の
筆
者

の
ネ
ー
ム
タ
グ
は
「
教
授
」
で
は
な
く
、

「
と
し
ち
ゃ
ん
」
で
あ
る
）。

　

さ
あ
、
Ｗ
Ｓ
の
準
備
が
で
き
た
と
こ
ろ

で
、
第
２
回
か
ら
は
具
体
的
な
技
法
の
解

説
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
本
稿
の
意
見
に
か
か
る
部
分
は
、
す
べ
て

筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
筆
者
が
過
去

所
属
し
た
、
ま
た
は
現
在
所
属
す
る
組
織
の

見
解
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
。）

1

2

3

4

5 Validation

System Design and
Evaluation

Understanding and
Architecting

Idea Creation

Start Up/Overview

システムズ・エンジニアリングとデザイン、
Vモデルについて、チームビルディング、
創造のための繰り返し、デザインと哲学、等

テストのためのプロトタイプ、AHP、
インタビュー（有識者調査、専門家判断）、
アンケート、社会調査、社会実験

観察（フィールドワーク、エスノグラフィ、参与観察）、CVCA、
WCA、バリューグラフ、シナリオグラフ、ユースケース、等

エネーブラー・フレームワーク、QFD、FFBD、OPM、モルフォロ
ジカル分析、ピュー・コンセプトセレクション、エンパシーのため
のプロトタイプ、等

ブレインストーミング、ＫＪ法、マインドマップ、等
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〔図表〕 慶應ＳＤＭのデザイン・プロジェクト方法論とおもな技法


